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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第70期

中間会計期間
第71期

中間会計期間
第70期

会計期間
自 2024年４月１日
至 2024年９月30日

自 2025年４月１日
至 2025年９月30日

自 2024年４月１日
至 2025年３月31日

売上高 (千円) 4,855,572 4,898,833 9,792,084

経常利益 (千円) 280,440 114,229 437,979

中間(当期)純利益金額 (千円) 190,804 71,619 311,887

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 434,319 434,319 434,319

発行済株式総数 (株) 4,015,585 4,015,585 4,015,585

純資産額 (千円) 4,068,822 4,246,620 4,142,726

総資産額 (千円) 7,090,547 7,154,205 7,200,206

１株当たり中間(当期)純利益
金額

(円) 66.26 24.91 108.37

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 40.00

自己資本比率 (％) 57.4 59.4 57.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 306,262 116,769 548,502

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △463,902 △54,016 △532,847

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △133,945 △145,207 △205,728

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(千円) 2,154,618 2,173,675 2,256,130
 

(注) １ 当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２ 潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３ 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社を有していないため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の

判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」について重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

当中間会計期間におけるわが国の経済は、原材料や光熱費等の上昇による物価高が続き、ベースアップはある

ものの実質賃金は伸び悩み、個人消費は停滞傾向にあります。

更に、米国景気の悪化や関税引き上げなどを含む保護主義の高まりに加え、中東地域の紛争や東アジアの緊張

など、地政学的リスクは依然として高く、先行きが不透明な状況が続いています。

当社の主要顧客である小売業界では、値上げによる売上増が見られる一方で、仕入れ価格の高騰や人手不足に

伴う賃金の上昇が経営を圧迫しており、販促活動の効率化や労働生産性の向上が求められています。

当社の事業領域である販促業界では、購買行動の多様化に伴い、パーソナライズされた広告のニーズが拡大し

ています。

また、印刷業界では、紙媒体の縮小や原材料高騰が経営環境を圧迫し、生産性向上とデジタル対応が急務と

なっています。

当社はこのような状況のもと、Vision2030「販促のあらゆる不満や不便、不足を解消し、小売の課題解決が日

本一得意な会社へ」の実現に向けて、2024年に中期経営計画SPX2027（2025年３月期～2027年３月期）を策定し、

現在その推進に取り組んでいます。

本計画では、当社の強みである小売への深い知見、顧客と共に進む伴走力、具体的な成果を出す実行力を基

に、質と量の両面で成長を図り、企業価値を高めていくことで、持続的な成長を目指しています。

その様な背景の中、営業面では、既存顧客の一部において市場環境の影響を受け、チラシ部数や販促予算は抑

制傾向が見られました。一方、前期に獲得した複数の新規大型案件は、当期も安定して受注が継続しており、既

存顧客の発注減少分を補う形で増加しています。

利益面では、内製化を進め工場の稼働率を向上させた一方で、用紙価格の高騰により単価は低いものの印刷工

程で高コストとなる更紙の受注が増加し、非効率な運用を強いられています。更に、賃金ベースアップや休日増

加といった人事施策による人件費増の一部は吸収できず、利益を圧迫しました。また、新規顧客体制の構築に伴

う業務負荷も、改善傾向の兆しが見られるものの、当期では利益を圧迫しています。こうした状況を受け、現在

は価格改定の交渉や、当社独自の業務改善サービスを活用した業務プロセスの見直しを進めており、改善効果が

表れ始めています。

上記の事業活動により、当中間会計期間における売上高は、48億98百万円(前中間会計期間比0.9％増)となりま

した。

営業利益は、コストアップを生産性改善では吸収できず粗利率が低下し、77百万円(前中間会計期間比68.3％

減)となりました。経常利益は１億14百万円(前中間会計期間比59.3％減) 、中間純利益は71百万円(前中間会計期

間比62.5％減)となりました。

当社では、中期経営計画「SPX2027」に掲げる『質と量の両面での成長』の実現に向け、事業領域の拡大及び新

規事業の確立に向けた開発・人材投資を継続しております。

現時点では、量の成長は進展している一方で、外部環境の変化への対応により質の成長は目標に及ばず、利益

への貢献が限定的であることから、“成長痛”を感じる局面となっております。

今後も、営業提案力の強化、社内業務の効率化、価格転嫁の推進を通じて、収益性の改善を図ってまいりま

す。

 
(2) 財政状態の分析

(流動資産)

当中間会計期間における流動資産の残高は、37億80百万円(前事業年度末は39億81百万円)となり、前事業年度
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末と比べ２億１百万円減少いたしました。その主な要因といたしましては、仕掛品が20百万円、その他に含まれ

ている立替金が15百万円増加したものの、現金及び預金が82百万円、受取手形、売掛金及び契約資産が60百万

円、電子記録債権が20百万円、原材料及び貯蔵品が19百万円、未収入金が58百万円減少したことによるものであ

ります。

(固定資産)

当中間会計期間における固定資産の残高は、33億73百万円(前事業年度末は32億18百万円)となり、前事業年度

末と比べ１億55百万円増加いたしました。その主な要因といたしましては、無形固定資産が13百万円、投資その

他の資産のその他に含まれている繰延税金資産が81百万円減少したものの、有形固定資産が37百万円、投資有価

証券が２億23百万円増加したことによるものであります。

(流動負債)

当中間会計期間における流動負債の残高は、21億21百万円(前事業年度末は23億34百万円)となり、前事業年度

末と比べ２億13百万円減少いたしました。その主な要因といたしましては、リース債務が22百万円増加したもの

の、支払手形及び買掛金が１億45百万円、電子記録債務が13百万円、その他に含まれている未払消費税等が41百

万円、未払法人税等が19百万円減少したことによるものであります。

(固定負債)

当中間会計期間における固定負債の残高は、７億86百万円(前事業年度末は７億23百万円)となり、前事業年度

末と比べ63百万円増加いたしました。その主な要因といたしましては、長期借入金が20百万円、退職給付引当金

が10百万円減少したものの、リース債務が78百万円、その他に含まれている繰延税金負債が15百万円増加したこ

とによるものであります。

(純資産)

当中間会計期間における純資産の残高は、42億46百万円(前事業年度末は41億42百万円)となり、前事業年度末

と比べ１億３百万円増加いたしました。その主な要因といたしましては、利益剰余金が43百万円減少したもの

の、その他有価証券評価差額金が１億47百万円増加したことによるものであります。

 
(3) キャッシュ・フローの状況

当中間会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、21億73百万円となりました。

当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当中間会計期間における営業活動におけるキャッシュ・フローは、１億16百万円の収入（前中間会計期間は３

億６百万円の収入）となりました。主な増加要因は、税引前中間純利益が１億14百万円、減価償却費が１億42百

万円、売上債権の減少額が76百万円、その他に含まれている流動資産の減少額が43百万円であり、主な減少要因

は、仕入債務の減少額が１億59百万円、その他に含まれている流動負債の減少額が51百万円、法人税等の支払額

が33百万円生じたことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当中間会計期間における投資活動におけるキャッシュ・フローは、54百万円の支出（前中間会計期間は４億63

百万円の支出）となりました。これは主に有形及び無形固定資産の取得による支出が45百万円、投資有価証券の

取得による支出が８百万円生じたことによるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当中間会計期間における財務活動におけるキャッシュ・フローは、１億45百万円の支出（前中間会計期間は１

億33百万円の支出）となりました。これは主に長期借入金の返済による支出が20百万円、配当金の支払額が１億

14百万円、リース債務の返済による支出が10百万円生じたことによるものであります。

 
３ 【重要な契約等】

当中間会計期間において、重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,000,000

計 14,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2025年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2025年11月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,015,585 4,015,585
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数は100株であ
ります。

計 4,015,585 4,015,585 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2025年４月１日～
2025年９月30日

― 4,015,585 ― 434,319 ― 110,000
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(5) 【大株主の状況】

  2025年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

株式会社スノーボールキャピタル
東京都港区虎ノ門５－１２－１３　ザイマッ
クス神谷町ビル８Ｆ

1,115 38.79

ＩＮＴＥＲＡＣＴＩＶＥ　ＢＲＯＫ
ＥＲＳ　ＬＬＣ
 (常任代理人インタラクティブ・ブ
ローカーズ証券株式会社)

ＯＮＥ　ＰＩＣＫＷＩＣＫ　ＰＬＡＺＡ　Ｇ
ＲＥＥＮＷＩＣＨ，ＣＯＮＮＥＣＴＩＣＵ
Ｔ　０６８３０　ＵＳＡ
(東京都千代田区霞が関３－２－５)

161 5.61

株式会社ナガワ 東京都千代田区丸の内１―４―１ 117 4.07

ＤＩＣグラフィックス株式会社 東京都中央区日本橋３―７―２０ 100 3.48

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１―１―２ 100 3.48

正井　宏治 大阪府豊中市 100 3.48

三菱ＵＦＪｅスマート証券株式会社 東京都千代田区霞が関３－２－５ 92 3.22

大日精化工業株式会社 東京都中央区日本橋馬喰町１―７―６ 80 2.78

平賀従業員持株会 東京都練馬区豊玉北３―３―１０ 73 2.55

タイヘイ株式会社 千葉県匝瑳市八日市場イ２６１４ 52 1.84

計 ― 1,992 69.29
 

　(注)当社は、自己株式1,140,615株を保有しておりますが、上記大株主から除いております。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2025年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 1,140,600
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 2,873,400
 

28,734 ―

単元未満株式 普通株式 1,585
 

― ―

発行済株式総数 4,015,585 ― ―

総株主の議決権 ― 28,734 ―
 

 

② 【自己株式等】

  2025年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社平賀

東京都練馬区豊玉北3-3-10 1,140,600 ― 1,140,600 28.40

計 ― 1,140,600 ― 1,140,600 28.40
 

(注) 上記の他単元未満株式15株を保有しております。

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当中間会計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．中間財務諸表の作成方法について

当社の中間財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和38年大蔵省令第59号。以下

「財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、財務諸表等規則第１

編及び第３編の規定により第１種中間財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間(2025年４月１日から2025年９月30日ま

で)に係る中間財務諸表について、ＵＨＹ東京監査法人による期中レビューを受けております。

なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

第70期事業年度　　　監査法人ハイビスカス

第71期中間会計期間　ＵＨＹ東京監査法人

 
３．中間連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【中間財務諸表】

(1) 【中間貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2025年３月31日)
当中間会計期間
(2025年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,256,130 2,173,675

  受取手形、売掛金及び契約資産 1,225,278 1,165,273

  電子記録債権 53,021 32,572

  商品及び製品 48,219 49,216

  仕掛品 109,817 129,978

  原材料及び貯蔵品 109,384 89,958

  未収入金 135,073 76,514

  その他 46,492 65,054

  貸倒引当金 △1,609 △1,609

  流動資産合計 3,981,806 3,780,635

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 334,858 324,858

   リース資産(純額) - 99,146

   土地 598,088 598,088

   その他（純額） 743,206 691,606

   有形固定資産合計 1,676,152 1,713,699

  無形固定資産   

   その他 163,301 149,884

   無形固定資産合計 163,301 149,884

  投資その他の資産   

   投資有価証券 687,355 910,960

   破産更生債権等 4,905 4,905

   投資不動産(純額) 584,082 575,833

   その他 107,508 23,191

   貸倒引当金 △4,905 △4,905

   投資その他の資産合計 1,378,946 1,509,985

  固定資産合計 3,218,399 3,373,569

 資産合計 7,200,206 7,154,205

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 742,169 596,458

  電子記録債務 685,432 671,561

  短期借入金 400,000 400,000

  一年内返済予定長期借入金 40,512 40,512

  リース債務 - 22,099

  未払法人税等 41,418 21,802

  役員賞与引当金 16,218 9,282

  賞与引当金 140,439 141,328

  その他 268,136 217,963

  流動負債合計 2,334,325 2,121,008
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2025年３月31日)
当中間会計期間
(2025年９月30日)

 固定負債   

  長期借入金 151,928 131,672

  リース債務 - 78,725

  退職給付引当金 489,499 478,845

  その他 81,727 97,332

  固定負債合計 723,154 786,575

 負債合計 3,057,480 2,907,584

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 434,319 434,319

  資本剰余金 415,947 415,947

  利益剰余金 3,616,614 3,573,235

  自己株式 △570,579 △570,579

  株主資本合計 3,896,302 3,852,923

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 346,500 493,773

  土地再評価差額金 △100,076 △100,076

  評価・換算差額等合計 246,423 393,697

 純資産合計 4,142,726 4,246,620

負債純資産合計 7,200,206 7,154,205
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(2) 【中間損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

当中間会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

売上高 4,855,572 4,898,833

売上原価 3,829,819 3,959,417

売上総利益 1,025,752 939,416

販売費及び一般管理費   

 給料及び手当 265,419 282,545

 賞与引当金繰入額 66,331 55,454

 退職給付費用 6,650 5,527

 役員賞与引当金繰入額 8,469 8,445

 その他 434,632 510,099

 販売費及び一般管理費合計 781,503 862,071

営業利益 244,249 77,344

営業外収益   

 受取利息 0 757

 受取配当金 10,581 14,175

 受取家賃 5,190 5,190

 作業くず売却益 9,630 10,887

 不動産賃貸収入 ※1  21,000 ※1  21,000

 その他 3,559 2,707

 営業外収益合計 49,961 54,718

営業外費用   

 支払利息 2,894 4,356

 不動産賃貸原価 10,081 10,023

 その他 794 3,453

 営業外費用合計 13,770 17,833

経常利益 280,440 114,229

特別利益   

 固定資産売却益 - 219

 特別利益合計 - 219

特別損失   

 固定資産除却損 0 66

 特別損失合計 0 66

税引前中間純利益 280,440 114,382

法人税、住民税及び事業税 79,067 13,798

法人税等調整額 10,568 28,964

法人税等合計 89,635 42,762

中間純利益 190,804 71,619
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(3) 【中間キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

当中間会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前中間純利益 280,440 114,382

 減価償却費 145,532 142,269

 賞与引当金の増減額（△は減少） △15,026 889

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △12,158 △6,936

 退職給付引当金の増減額（△は減少） △15,269 △10,653

 受取利息及び受取配当金 △10,581 △14,933

 支払利息 2,894 4,356

 売上債権の増減額（△は増加） 264,626 76,452

 棚卸資産の増減額（△は増加） △5,811 △1,732

 仕入債務の増減額（△は減少） △325,551 △159,581

 その他 95,132 △4,845

 小計 404,228 139,667

 利息及び配当金の受取額 8,944 14,933

 利息の支払額 △2,772 △4,409

 法人税等の支払額又は還付額(△は支払) △104,136 △33,422

 営業活動によるキャッシュ・フロー 306,262 116,769

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形及び無形固定資産の取得による支出 △457,854 △45,693

 有形固定資産の除却による支出 - △74

 投資有価証券の取得による支出 △6,047 △8,545

 その他 - 297

 投資活動によるキャッシュ・フロー △463,902 △54,016

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入金の返済による支出 △20,256 △20,256

 配当金の支払額 △113,689 △114,401

 リース債務の返済による支出 - △10,549

 財務活動によるキャッシュ・フロー △133,945 △145,207

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △291,585 △82,454

現金及び現金同等物の期首残高 2,446,203 2,256,130

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※1  2,154,618 ※1  2,173,675
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【注記事項】

(中間損益計算書関係)

※１　不動産賃貸収入

前中間会計期間(自　2024年４月１日　至　2024年９月30日)

当社が東京都に保有する保育士寮併設の保育園等の不動産賃貸料であります。

 
当中間会計期間(自　2025年４月１日　至　2025年９月30日)

当社が東京都に保有する保育士寮併設の保育園等の不動産賃貸料であります。

 
(中間キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間会計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

現金及び預金勘定 2,154,618千円 2,173,675千円

現金及び現金同等物 2,154,618千円 2,173,675千円
 

 

(株主資本等関係)

前中間会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月27日
定時株主総会

普通株式 115,248 40.00 2024年３月31日 2024年６月28日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 
当中間会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年６月26日
定時株主総会

普通株式 114,998 40.00 2025年３月31日 2025年６月27日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　当社の報告セグメントは単一であり、報告セグメントの記載を省略しております。
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(収益認識関係)

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 

前中間会計期間

(自 2024年４月１日

　至 2024年９月30日)

当中間会計期間

(自 2025年４月１日

　至 2025年９月30日)

顧客との契約から生じる収益 4,855,572 4,898,833

その他の収益 ― ―

合計 4,855,572 4,898,833
 

　当社は、販売促進関連事業の単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益の区分は概ね単一であること

から、顧客との契約から生じる収益を分解した情報の記載を省略しております。

 
(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前中間会計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

１株当たり中間純利益金額 66円26銭 24円91銭

(算定上の基礎)   

中間純利益金額(千円) 190,804 71,619

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る中間純利益金額(千円) 190,804 71,619

普通株式の期中平均株式数(株) 2,879,589 2,874,970
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

2025年11月7日

株式会社 平賀

取締役会 御中

ＵＨＹ東京監査法人

　東京都品川区
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 髙　　橋　　克　　幸  

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 梅　　田　　純　　一  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社平賀の

2025年４月１日から2026年３月31日までの第71期事業年度の中間会計期間（2025年４月１日から2025年９月30日まで）

に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間キャッシュ・フロー計算書及び注記について

期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して、株式会社平賀の2025年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間

の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認めら

れなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当

監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
その他の事項

会社の2025年３月31日をもって終了した前事業年度の中間会計期間に係る中間財務諸表及び前事業年度の財務諸表

は、それぞれ、前任監査人によって期中レビュー及び監査が実施されている。前任監査人は、当該中間財務諸表に対し

て2024年11月８日付けで無限定の結論を表明しており、また、当該財務諸表に対して2025年６月27日付けで無限定適正

意見を表明している。

 
中間財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間財務諸表を作成し適正

に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し適正に表示するた

めに経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適切であるか

どうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示

する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
中間財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間財務

諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め

られる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。

また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間財務諸表の注

記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間財務

諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日

までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性が

ある。

・中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠していない

と信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内

容、並びに中間財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかど

うかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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